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神奈川県東部地域における土地利用形態
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I 1 l土じめに

本研究は神奈川県立｛部地域を対象に，土地条件と土地利用の一般的立H,t；を定量的に した後，土

j由利JlJ形態の混合状態を：不正〔！杓，平岡的に検討しその一般的特徴を見いだそうとしたものである

都市北の巡行しつつある郡山郊外，特に丘陵問辺地域においては7 従来から復~＇ffーな注業的な土地利

用の上に部「！？的な土地利月］が不均一に進展している．このため土地利用形態は::JI：？；~·に設雑化してお

っ，その様相は，従米の土地利用区分では到底J巴担しきれないものになっている．部！？？郊外の土地利

用分析を扱ったがI］としては，数量的な扱いをした研究が多く，多様度と相互作用度と Lづ概念にもと

ずき， Jf.s玉県市1JW1IIを取り上げたj＼＇.日喬｛／昔、か（ 1978)1) とえ2検定により混合構造の分析法を示した阿部

(1976) Z） がある．また伊藤ほか（1976)3〕は多及＇i~tWJ:i行法の半1J7JIJ分析の手法をもちいて土地利用区分

をおこなうブJ法を示した.u l本ほか（1977)4＞は来Jf~西部の土地利m組合せを修正ウイーパ一法で分

析し都市化の度合と土地利JTJの組合せについてまとめた．稲田 (1974)5）は大阪府北部，北j史地方

を対象に古｜叶ii'！ヲ土地利用とゴ1：都市 l~l＇＇］土地利 JFJ との競合，対立にえ！？訂して土地分類をおこなった．

これらの研究はL、ずれも， (1［）「11・ 1め土地利用と ］~；）：業 1'.1ヲ土地利用の混在する部111郊外の複雑な土地利用

を独自の折原にもとす九、て分野iすることに主限がおかれている． しかし分慰された様々な土地利用が

具体的にどのような所にどのような形で、現われるのかといった詳細な検討はなされてL，、ない．またこ

れらの数量的な手法をもち＼＿，、た研究（／土，分析の容易さからL、ずれもメッシュ分析を手IJJljしてt、るが，

メッシュj去の利用がj最も有効な広範IIllな地域を対象とした1iJ日'Uまあまり行なわれていない．本研究

は，既存の｜主jごと数frITW!・';'.fiのデータを 500mメッシュ単位で整合をはかることによヴて約 30km山方の

j出j戒をl可11;j・:~こ分析している
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さらに本研究では土地条例二と土地利用との関係に者1=1しているが，刊行11・的なIm発と各都の土地条件

との関係については実務的なアプローチを合めてし、くつもの調査報告がなされてきた． IJ下（1974)6)

はメッシュ泣；による地形分類の例として，地J＼ヲl豆：分， j由貿，傾斜についてそれぞれ独自の許制手JI偵を

示しこれらの組合せによる！？日発空間の析出を試みた. I百J1菜の土地条件の；FV-{1lliについては，丙附（19

67) ／）以降いくつか報告されており，特に住宅IJI~発の適j由選定に関しては詳しい u1－－関ほか， 19678) ; 

建設省国土地辺氏 19719>, 198110) ; Fl木宅地開発協会， 197211)). し、ずれも，土地条fl二としてあげ

られている安素は， j由形分類と起伏主：，傾斜度こなどであり，住宅開発へのこれらの安京の影響が霊安

視されていることがわかる． しかしながら，従来このような要素が，各訟の土地利用にどのような影

響を与えるのかという兵体的な分析例が示されず，各研究でjil;j者の関係に関する独自の類型i：：＜~分がな

されているのみである．本研究ではこの点にも

て明らカ、にすーる

I 2 研究データと?Vf究方法

しあらかじめ両者の関係のーイ閥均な傾向につい

国土地理1；~て、作成された国土数値情報の i！こIから，「傾斜度・ i加支データ」と「10分の 1細分区画土

地利用データJを使用した12）.し、ずれのデータもi主l土JLJ!J:rillbt発行の土地利）！？！玄！と地形図から作られた

メッシュデータであり，作成年次が｜民られてt、るが，データ相互の終合性を検討ーした結果，分析年次

は1977王子とした．研究対象地域はfljl奈川県東部の多摩丘陵，および相模原台地と相撲川低地の一部を

含む地域であり、国土地理院発行の 2万5千分の 1地形図 9枚分，東山， fYi北ともにがJ30krnの範1rn

に設定した13)

まず研究対象とした神京川県京部地域の土地利用がi兵j京市 ;}I~においてどのような特徴を持つのかを

枚討した．次に土地条｛午のI~： j: lからL，、くつかの要素を選び，土地利用がこれら土地条件に影響を受けて

いるという仮定のもとにjlilj：者に平田知分析を施しその一般的な傾向を採った．そして地域性を探る

のに最も適した要素である i})~1'.';jについて，；；lj}J或Zi!Jの土地利用組合せを修正ウイーパ一法により求め，

土地利用型を策定した．さらにこれによって各地域の去直方向の土地利用の特徴を採った．最後に2

万5千分の 1地形図の原ll!Jff!図的の範囲について，求めた各土地手IJ）干山l！が実際ーにどのようにl紀子ljし

どのような地区に現れるのかを具体的に検討した．

JI 土地利用の混合形態からみた神奈川県東部地域

まず最初に，関東平野南部の土地利用がどれだけ複雑であるかを知るため， l主！こ｜二数佑 ·IN·P:／~の二i二 j由利

用データをもちいて 3 分散を計算し地図化した（第 1／~J). なお，分散の：1・i7;i:にあたっては， デー

タに含まれる湖沼，海浜なとや土地利用とみなせないものについては除外した］.j)

全体としては， :f1p奈川県東部と千葉県1:j:1部に分散の高い地区が分布し特に!Jil鉄南部総と；主Ij刻、｛！税

制｛にはさまれラ八王子市南部から横浜市北間部に至る多摩丘陵（行政界の上で・v:t横浜市港北！玄，続；

JR, Jll崎市麻生区，東京都IHJi五千11，多摩市，稲城市のほぼ全域〉に特に集1:1:1している．また同様に横

浜市西部から三浦半島先端の久IJl＿浜に至る丘陵地域（横浜市旭区，瀬谷区，戸塚区，鎌倉市，逗子市
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第 I図 関東南部地域の土地利用の分散

のほぼ全j或と杭須賀市の一日［＼）でも分散の高L，づ世区が集中している

千葉県では，神奈川県よりも集i~1::i の度合が低く，千葉市の北東部から富津市に至る地域（行政界で

は四街道f!IJ, 1986年現在四街道市，市原子11，君津市の一部）に分散の芦品、地区が比較的集中してい

る．なお，この他にふ神奈川県厚木市西部，松戸市東部，成臼市南東部？東京都青梅市から埼玉県

飯能市北部に至る国鉄八高線沿線に沼状に分散の高し、ところがみられる

これら分散の高い地区の分布をみると，神奈川県では丘陵地i氏その他の地域では平野部と丘陵部

の接つする所，いわゆる地7限界に当たるところに集中していることがわかる．関東南部の丘陵地は昭

和.10年代以降，宅地を中心とした様々な開発が進行しており，このことが地形界の複雑な土地条件と

あいまって土地利用の混合の程度を高める理lおとなっている可能性が指摘されよう．以下ではこの点

13しまず土地利月？の混合を激しくする安lzslに地形の影響，すなわち土地の条内二が関わっている

のではないかという点から検討して行くことにした．

亜 土地条件要素からみた土地手lj用形態

自－ 1 土地条fl！二を示す要素の選iR
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間二｛二数値d情報より

分析にもちいた．

傾斜度，傾斜方向の3つのデータを得て，以 i二に述べる 3JJg素に力11工して

まず土地条件のデータの 4分の 1細分方限（250mメッシュ）と， 土地利用のデータの10分の 1細

分方Hl'J:(lOOmメッシュ〉の整合性ごから分析単位を500mメッシュ単｛立に統ーした

まず標高は 500mメッシュ内の 4つの測定点のうち，最も小さい＠：を代表値としてもちし、た．これ

は丘陵地における土地の利用が谷地を中心とした凹地に始まり，次第に斜出上に進展してLべ経粋を

考慮したためである・分析単位は 5m，分析範1rnは分析対象とした各｜玄）1j1T1J1J::Jにおけ』る最小標高値か

ら，連続して少なくとも 1 種類の土地利用が存在する最も大きなi~，~；高値（ J校高でも 200m）までの範

屈である．

起伏量は 500m メソシュ内の最大標高値と最小1~~高値との差として求めた．分析単故，および分析

の場合と同じである．

傾斜度は 500n1メッシュ内の 4つの測定点の最小傾斜度のうちで，最も大きい｛出を代表位として選

んだ．国土数値情報のテータではfQ.'｛斜度は最大値と最小値が提供されているが，標高値と同様， jl:f[斜

度の小さな土地から利用が行われていくであろうことを考指して最小傾斜度を選んだ印。分析単位は

30, 分析範協は標高， の場合と同じである

盟－2 らみた土地利用

ここでは選択さ 傾斜度の 3要素が土地利用になんらかの影響を与え， これがごと

地利用の混合の程度を大きくして~·、るのではないかと考え， 1liii者に単＠IHI!分析を施した まず土地利

用のデータの11種類ある土地利用を第 1表によワ，建築物i主有地区，荒地・施設用地地区， J.lli:業利用

地区の 3つの大区分にわけた16）.これはこの阪に都市的な土地利用から民業的な土地利用への色彩が

くなるとの考え方にもとす六、ている．なお森林，幹線交通用地，河川｜地（B）の 3種類の土地利用

はこの分析からは除外した．標高と土地利用との単JIIH市分析は第21］＇.）の（ 1）から（6）の手順によって得ら

もとにおこない， 2万5千分の l地形図の図柄 1枚分（標高値のデータ 400個， 二！こj也

利用のデータ 10000{1却を単位におこなった（第 2 表）．なお，単Fi1HII1;f：数並び、に lj'i.l：／~関係数について

おこない， ?\i~ 5 %以下のものについてのみ表に示した

まず標高と土地利用との単 [ii]帰分析の結果をみると，建築物 1~：i 有地区（以下建j並区と省略する），

荒地・施設用地地区（以下荒地区と省略する），農業利用地区（以iマL型地IXと省Ill与する〉の 3っとも

有意水準 5%で、有意なのは，八王子，厚木の 2 図 1j17ff のみであり，特に荒地区の有Rf~. となるメッシュが

少ない．一般にl]il豆町i係数が有意となる図111日の場合その値は負で，標高値が大きくなるほど各土地利

用は減少の傾向にある． しかし八王子，溝口，荏任！の 3図版において建地区の上jf1.目指日系数が農地区

のそれを下回っている一方でと持，厚木の 2図1¥1誌においてはi：ミ地区の単回帰係数が建地｜玄の単Vil~＇J｝係

数を下回っており，土地利用の大区分によるl¥iiIJ:lj吊係数の相違は見し、だせない，

次に！司じ手JI買で起伏量と土地手iJ）：十！との単！五IN／｝分析をおこなった．建j世／：；；（：，荒地12(：，出地区ともに 5

%水準で有意なのは 7図！？誌で，標高の場合よりも大変多くなっている．主ji[iil帰係数が有意で‘ないのは，
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在日：11玄J1!Jii＼における荒地区，：tti't浜fLEjifll／玄JilJTI¥における＠地底と荒地区のみである．一般に単回帰係数は農

地区， k[J山／K，建地区のJI民に低下し， .l:j'r.i{l関係数もおくほとんど0.70以上である．但し上溝，厚木の

2図1/1｛；＼はこの例外であり，農地誌の単!III1，~t係数が主主地区とほぼ間程度に低くなっている．起伏量と土

地利用との関係からみた場合には，定住地！玄に代表される都市的な土地利用が民業的な土地利用よりも
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:;n1表こと j也利 JIJI三分

数仮出子；1'~ ；ニぉ：ナる土地利JIJi三分
本研究でJlJ＼.，、る土地利rn

〔小区分〕 I 〔大区分〕

1. 建物Ji]J也（A)

総出建物， jj;l1；也~°＇0 ( } ;: ) ' i'.':j Ji:<)'i]物， 11：宅！こJlJ也，

建物知似の1Ni築物

2. ill物)i]J也（B) 
独立建物（小）， ゴヴjj、上の京！ヰ ~~ij ~；jょに IJJi まれた

店住j色

3. 荒地

しのj也，荒Jfu，が；十（土. 'r~ ：·）， ｛~；－，万年雪，湿地

見.li物JIJJ也（A) 1主築物占有j也iぷ

建物JTJJ也（B) 

~4'[ j也 }fr'.J也・施設JIJJ世

j也IK

4. その他の！日地 その他のJ¥lJ也

空j也その他

s. m 

rn 
G. 士IH

却し空j也

l
 
i
 

Jjil；長不ljJjjj也＼／＇.：

ttムハ

7. 果関店主 果樹lh(]

果樹II~＼

S. その｛也の樹木'l:lli

桑畑，茶丈ill，その他の！立；木知i

9. 森林

広葉樹林，針葉樹林．竹村；？ しゆる科樹林

10. 幹線交通用地

鉄道，道路

11. 河）l/jfu(B) 

河川敷内の人口利fiji也

その他の出ノ｛；：Jill

41~ 林 えと不IJJIJJ1出1,;:

幹線交通JTJj也

＼
）
ノB
 

f
l
、
約｝，，，J
 

1
1ノ

マ
tt14

起伏j立の影響をGrtiく受け＼起

般傾向のあることが明らかである．

次(rこ傾斜度と土地利用とのlj:!.ililXli分析をおこなった．有志水準 1%ですべての1:211隔が有志であり，

きくなるにつれて都市！？せな土地利）：日は急、j敢に減少するという一

単相関係数も0.70以上がほとんとである．起17U!tの場合とl司採， l)&lli.lXli係数はすべて負であり，上

厚木の 2図ljl誌を除いては民地区，荒地区，定地区の！!rriにその他は低ト‘する．特に定地区と荒地区

における単回HI；係数の｛症の rm きは，起伏宣の；場合よりも遥かに大きし傾斜J立の J1~1力！！に対しては都市

的な土地利用の適応がその位と比較して非常に間難であることがわかる

土地条件の 3安宗と土地利用との関係をまとめると次の 2点が指摘できる．まず第 1に土地利用の

多少に影響を与える土地条件安京は標高，起伏Ji，傾斜度のWiに大きく，原市iが土地利rnに与える影
響は図1ji＆｝の位置，土地利用の種類によって様々であること．第2に！司ーのこと地条件要素に対しては一

般に農業利用地区，荒地・施設用地地区？建築物占有地区のJl~':l. すなわち，成業的な土地利用から都

市的な土地利用になるほと＼大きな影響を受けることである．
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2n 2去 1~Hr~~·； ・ 1包tJUll:• fl頃斜！主：と土j也利JIJとの単！Ill日分析

!iii帰・相関係数 @J.,1：・係数 キIi関係数 !ill｝吊係数 相関係数 [Ill陥係数 it!I主j係数

以i 名 j＼、 ヨミ :IT¥ !i：主 j仔 1'[:1 ?Vi I I 

-1 29ヰ 0. 64守 -0. 64 0. 33 -2. 85"'・ 0.67出

rn~t~q句 ii: iイJJむι； ／にとコ -1. 08ネ 0. 78ネ l. 88午 0.86ヰ 4.24ネ 0.87半

（立（ -2. 30平 0. 73午 -3. 14＂＇’ o. 67不 -7. 73ネ 0. 85半

-0. 66ネ 0.47ネ 0. 26 o. 13 -1. 07 0.42 

YTI'.JU2 .胞，i1JiJJU:J世l三 j出 ~－ o. 78午 0. 79ネ -1. 56:;: 0.67不 -2. 80此 0.88出

'itil -l fiO〆 :1 7T -2. CJl今 ：）三Q:i・ -5. Of/ n.8T 

；，一司ノ噌.J’ ， ； -u. b6'' d.51・1 -u.：ι リ.l '.::'. -1. 15ネ υ. bl弓

民主不IJJ!Jj也区 J出 -0. 60不 0. 70ネ -1. 39ネ o. 74ネ 1. 61午 0.82ネ

1出 l.48平 0. 73ネ -2. 59ネ 0. 72午 -2. 99"' 0.79ネ

民｜ 名 fb1iよ !HJ ［：日 主主 iJ] 

-0. 43~＇ 0.40ネ o. 65 0.23 -1. 82ネ 0.67ネ

建築物r1ilJ j也i三 J包 -0. 78ネ 0. 78ネ 4.26* 0. 97土 -2. 48~＇ 0. 70キ

｛凶 1. 51"' 0. 64ネ -7. 24ネ 0. 89ネ -5. 56午 0.86* 

-0. 14 0. 18 ・－ -0. 44 o. 19 

京地・胞ぷJI]j也地 1-:.Z~ ；＼斗 -0. 50ネ 0. 71ネ -2. 49ネ 0.93ネ 1. 44 0.48 

ft;!'[ -0. 89ネ 0. 55平 -4. 14不 0.83土 -4. 70ネ 0. 85ネ

0.46不 0.44半 0.31 o. 20 1. 80半 0. 74ネ

民主く不IJJI J j出l三 jij; -0. 76ネ 0.80ネ -1. 86半 0. 95ネ 1. 93ネ 0. 77ネ

-1. 47不 0.67半 -3. 21'" 0. 85ネ -3. 46ネ 0.82ネ

凶 名 厚 オミ 座 nn 償浜 ILLi 部

0. 92ネ 0. 89ネ l. 72ネネ 0.65ネ -0. 18 0.08 

Ji'.築物r1i{ J. J也！三 J仁：！：.）と 1.04平 0.91ネ -4. 94半 0. 96不 -2. 19 0.54 

む1 -1. 32平 0.72不 -8.10、，： 0.93* -5. 09ネ 0.76キ

-0.77" 0.84ネ 1. 21午ネ 0.53不 0.38 0. 23 

荒地・施，j!zJIJJ世地区 ；包 0.92平 0. 89不 -4. 28不 0. 99ネ -1. 49 0.55 

ほ｛ -1. 18ネ 0. 69キ -6. 38ネ o. 94半 -2. 90ネ 0. 77キ

1. 14半 0. 90、ド -0. 74 0.36 0.49 0. 32 

決x~ 干IJJiJj山l三 jij; 1. 34ネ 0.92ネ -3. 81ネ 0.99ネ -1. 37半半 0.56キ

~Ji 1. 82ネ 0. 77平 -5. 69半 0.91キ -2. 43ネ 0. 70キ

j出： J標高 j包：起伏flt f~［：傾斜］Sf

キ 1%水準で右右、 中ネ 5%水準で有志
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N 標高帯域別にみた土地利用の特徴

IV-1 lW~ 1'.·,·j イ；；； J}J~j)ljにみた土地利mの組合せ

これまでに 3つの代夫i切な土地条件要素を選択し これら.tl京とごuむ不ljJI lとの関係をよれ[il]）吊分析に

より検討した．その出11i~~， t~I{ /', ',•j ;n ~： h~ J]iJにみた一u由利HJは， lYに出1Ii化のiffiんでいる京（!llJの！叉／1!1{1＼におい

て‘ ；示々 なj白M'.i'lヲ立＇－：：)'1 

相i珂係数の；（：：)11；カ、；大きく， この人I／；が起伏品：， ~ii!f:IJ支の場合とのM大の相注入＇，－i，であった．そこでここで

は，こu色条n－と二！：.！也一平IJJTJ との閃係における j世J1またを ·lLJli：する安井；としては 1~1~I＇：；；がふさわしいと下 lJI析

し， 2フ＇J5了－分の u出1151之！の！玄l1IJ1'ii ii~牟五Zに e{

江：2I云！（6）までのTJ!lf1に半)C（う』て， 各t¥1{('

uの創［合せを；i!1LUする（／）. さらにJil1IJiされた土地利JIJ{1[! II がその Ei'{1'..:i;,1l;:h~fこ iI iめる；iflj-{Iをおf/J＼して地

図化した（8）.なお， この地図｛とする段階で計1;ns的な土地利Jll から 1;1··~~ （11~ な土地利JIJ へ，すなわち建築

物占－u.1也！三（建物用地 A, B), HU出・施設JTJJ白地r:<:CHU也その｛自のmj出）, ;;'l]k利JIJJ山！三（II!,

畑，果樹［豆l，その（也の出木till)および，求不IJYl J Jむ（森林）が11~： (\iJJ から Jl~l に配列するように正び変えた

4凶〉

地（A, B）はほぼ全1_g/1j11，＼に現れているが，建物JTJJ也（ A）は各！記j1j1,1，＼の 11えも ft＼~－、 t\1'. /1•011i ；：＼~司法に

n; L、上ヒ平をl!Jめるi長浜両日j;, 五七j；支JH1!1‘八王γの／~J1!1M と， lt11i:'.c(l':J1',',•j L、iう；i'.1

mヲ ZED一l, l'Ei；ー；jl当初心二大男ljされる
田（土 j三木，八王子の！支J1j1M で j~）＇｛(;j 80 mまでもてず1：するが， ｛出の［立／rlli'，＼で！土35mから40mまでにそのほとん

と、が分布している. IIlの与lhる＊f;u.・

える場合で、も！可1宗で今あり， 水利に規1B!J：された谷j色IIJの上／！Jミがこの｛、b庄のti1'.1

る．横浜f!J:l~7ii;) {ii；~ 口の区／ lll/11；に l土、官三 L 、 ti｝日＇：i·mJ!JXにおいても！万がDLれす二在日jj玄J1\1i'1\vこおいても 1i\1{j•,';j 5 m 

未満の！玄）1j1誌にみられるのみで7ちる．なおこのiPJ仁l／玄）1¥Ji'1＼ではよIll，来（さJl~~I などを合めたJ1~ 来： （iサな土地平IJJトj

はいっさL,mれておらず、及。；cJlliliむの 111心m~に近接したこのJ色j或での日＼；11 i Iねな：u也キIJJ!Jの占有が大
変大きいことがわかる

よIllがまとまって現れる上mt土、上お図 1\1｛，＼の際 i＼：~145m から住 II！区111w；の 35m まで係々であるが， II！と

向－－·－－の t~1?;·;:,i;;1i

に！江；られている. Illとよ！Hの2つの土地平IJHl/J；際1:.':.i::1;: J!JX の上て、別維な~J:fW をなして~－、ることがわかる

IV-2 土地利mの組合せによる土地利用型の策定
設けこ土地利用組合せにもとす九、て，標；＼＇.：j::1~： J或男I］に土地利Jll{J;I｛を策定し JTfu'C万／ ~1］の土地利HJ の特徴

を検討した．土地利m型策定の子JI阪は第 3区Iに示したように，建築物1:)i布地！ζJTI'.J世・施設J!lj白地
区， J.l1l業利用地／）：（：，未利用地i又の各々の土地利用比率の組合せからなっている．以下このIZJに従って

子JI民を説明jする．

まず政主J） におじ市 iめな土地手IJ)lj と法楽的な土地利用との I~ミイ子状況の；（C:J'1~ を i；決別jするため，建築物！日有
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地区の比率が正であるか否かによって分けた 建築物占有地区の比率が正の場合は，残りのこと地利用

のうち大区分で、2つ以 i二にわたり，小区分で5つ以上の土地利用が含まれている；場合に，その土地利

用が特に複雑であると判断し競合型（記号C）として12<：］］りした．さらに，者i)fl］化の進行にともなっ

て荒地・施設用地Jill.I~：が建築物 1I:i 有地rx：に先立って現れ， またいつでも建築物占有地区に変わり得る

土地利）＼］であることを考1;J:~ し両者の比率の合計が60%以i二の場合を市街化型（記号U）として区別

した18).

抄くに店築物1I:i布地ix：と；ITI'.J出・施設用地J也氏の比率の合iiiーが60%以下でも，荒地・施設用地j也｜玄が存

る 1~＼I~1',':j ;n；；はltifJIJ虫の拡大をTJli1Jcとしたこ｜二j由利mがおこなjつれていると判断し，開発進行型

D）として区別した．さらにこの場合， JJ~業利用地区，未利mJ自 I~~ のうち設も比率のお＼，，、土地利用

が，今後のrm9tの対象となるという子恕のもとに， lil, j:!Jl，森林である場合をそれぞれ開発進行担

（日i，却し森），（：己号D-p, f, w）で示した．建築物 1_l:i 有地1~：，荒地・施設用地地区の比率の合

：汁が60%以下で，荒地・施設用地地区がまったく存在しない場合は， この；！日J或で/JIJ発は進行しておら

ず，可1;n1・ 1竹なこと地利用が他のこIJ由利月｝と混合：状態にあるという判断から混合型（記号R）として区別

した． ここでも， どの＋J由利Jllとの迎合がみられるかをうおるため，比率のもっともl¥'/jl,,、土 j忠利用が

111，付II，森林である場合をそれぞれ出合型 crn, ~HJ，森）， （記号R-p, f, w）で示した

建築物 1~i有地区の比率が O の場合は，荒地・施設用地地区の比率の有無を判断の基準とした．；荒地

・施設）トJJ色JU!. ［~：が僅かでも存在する場合は，以前述べたと向様に， この地IKがし、つでも建築物占有地

i互に変わり？！？ると＇l'IJI析して開発1m始Z~1 C：記号P）として［K5Jljした． さらに民業利HJ型，

~利JIJ J也rx：の有無によって1-x:)jりした．

t(~ 3 区iの千Jllfi に従って各保 l'.::;:n~ ： J或の土地利HJ型を策定し去直的な土地利用において混合の度合を

i匂めると考えられるf;jz合W.l,IHB'b並行Jf;l.l，混合型の分布の特徴を検討した（第 4区］）.なお土j也利用裂

は各凶右側に記号で示した。

まず各！3Z/1j1訂は市街化E1lが低い；1•1;: J~J!(に分 "1JIする八王子， fii'J 仁1, tVi ?JI~ rm rn）のタイプと，高い；；；；：j或に分布
するII；〔！日J!1［，在日LEEi日！のタイプ，さらに市街化型が顕著に現れてこない上話予厚木のタイ

られる．競合型はこの 3 つのタイプのうち第 1 のタイプのうち八王子，武蔵j背中の図 1j17~；，および第 3

のタイプに£!Ji皆に羽れている． これらの図1j1日に含まれるのは，既存の人仁！密集地J或よりJ二の；；g:J或で都

市iめなDiB'cが進行中か19), または低し、；；1~： J或でようやく都市的なl~iHeが始まった地域である．民業的な

土地平umと都市的な土地平IJJIJが7/:1c、に接するこのような地岐においてJ}Jf'.合型は顕著に現れるのである
同様にiiifJJ化1¥IJ.との関係がはれ、とみられるのは開発進行型（森）であり， T&Mの6［玄1111日において市

街化庁；~のすぐ i二，または下に広いよII；；岐にわたってまとまって現れている．競合型と異なり，既に形成

された市街地が肱大する段階でこれに近接して現れてくると考えられる

出合型がまとまって羽れるのは｝日：Ill玄／ lll1ii＼で最も低い訂以， J二百ι 八王子図l~/;l で競合；；；；ーのすぐ上の；訂

以である＇ ＼，，、ずれも本絡的ft-IHJ発が及ばず， t!l業的な土地利mのrliにわずかな都市的な土地利用が浸
入し始めたj位JJ.£:にみられる

以 l二をまとめると，土地利用の混合を高めるこれらの型は~－、ずれも市街化型に隣接して現れ，その
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各i混とも tb'~ ~~ll ~i土地TIJJTJ比率左端が O

縦11411は標高 下の数値は最下端の標高値

各国右側の記号は土地利郎型

区~森林

その他の樹木畑

Eコ幹線文通用地
河川！地（B) 

右端が100%

1目盛やは5m

175 



176 

混合！？！の)I摂となることが切らかになった．IJIJ発進行~1；~ （森）（西側の！玄J1!1Ti¥)' i~L'.3'!J は校合辺；1J.,

町田市周辺にみる土地利用型とその特徴v 

500mメッシュをlj行止としてil!Jと｜可保の三子!llfiにより：LJ由利HJ引を決ここではll!J!Il1玄1111日をW!Jにとり，

平fi'lilめな二i・.J色手！JJlJの特徴をJ架った cms 1玄！）し、

1111 
bξ 1H阿部には開発DH始；1;1J,~1ヒ京日I~ ，i玄J1lli'1＇；全体にわたって市街化引が広く分布しこの｜玄！によると，

業利用；1;1~ および未利「rJn;u がほぼ，：; ~：状に配列している
似合n;iJ＿および！？日特徴的な分布をノJ~すと考えられる競合引ここでも i：地平IJJlJ の iJ~ f~ の度合を ＇＂＇：j め

IJIげを6 ~－；料！？こ（n って分布し！玄iの1jl で競合引は北川から 1H~~ へ；t る発IJfllif1Ji0について検討ーした

ヘciO

IC 

t 口士欽道・駅

＝＋＝道路

え河JI/
--ao ／等高線

寝三五利用型

？行1:t}iヒ主J

ム
ロ
ム
ロ
ム
ロ一一川

苦言ぷ＼芦↑j
・-CJ..：：！ニ

問先進行型（自）

霊開発進行型Uffi)
nmnmnrm 
開発進行型（森） 2.km 。口利用型

J}j~lllJ IIl図1j1{i1におけるニi二j也不IJJTJ?J~ 

r;eえと＼門hムii'!
子予1プ1:tff.？〕ニヰ

第5図
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IJ/JvhW＇.はTYi・々に柴111して分布する傾向がみられる. ;}J2合型を示したのは 7JfulKであり， うち 5地区は

いずれも幹紘道路である国道16号線に治っている．またこのうち 4地区は境問をも向ig1J:vこ含む地区で

ある．これらの地／；｛はし、ずれも 111, j:Jll，その他の附木r1n などの ））~業 IY'.1 な利用の他に，荒j也その他の

JIJ J也建物jIJJ山 B などを合み，これが土地利用の都知を増加させる ~I志！となってし、る．これは相模原

台地上でj乏しく水平ljに忠まれ， Illを合む民業平IJJTJがおこなわれていた境川沿岸に，幹線道路である国

道 16 りお.；~に i活＇］ I された m1m・ IYJな土地平ljffjが侵入したことによってもたらされたと考えられる. 1:j l小河

川！と l；作線道路の交1:nする地域が， Kl¥r!J'化のj並行地！戒における土地利用の混合の泣合を高める 1つの典

型的なパターンとしてi氾i殺されよう．

Ill］今回収flli:hに出合型 U:lll)のj出｜玄が 6J白沢まとまって る．ここは行！？「fi化以前から存在する鵜

ij!f1誌の集落を合んでおり，エF'・JlJ54%の比率を！日める建物ff］地（B）と25%の比率を占めるよ！日の組合せ

からなっている． このJ也氏は j~＿ J也手IJJIJl~I でみると， lllf III の！こj:1心iii'街j也と j、f'!W~ブミ里子の市街j自との［日］には

さまれながらまとまった1:111が広がり，＇Kl¥ni的なIJIJ発の助、はまったく見受けられない．同様のことはさ

らに；！ヒ［JLjiij＼の一111'iJ::1, j蕊之f)'] (1926~ ！ 7· 

）辛1:-<:J ;;1,J ）立 tこお L 、てもあ -c はまる．大きな ）~~村持活の Jiff］辺が百戸市化に対して強L 、 J江Heを示すことがよ

くりlれている

iJI の弘行は IJ/j 発 j並行Ji~IJ V土］ J也広のみであり，出合~E1~ も 7 地区みられるのみである． しかし数の上で、

少ないMfr n;1J_ ( 111 ）のj世iメ：v:t, 1z1111t1';j},Jで111/i';250mを1出える行j自IIIを合むJ也氏をほぼ制緩している． Ji 

i泣 ，）~miのキIll~ 、行 J世！JI とはW－なっ，ある程度の 1111，；を J守ったまとまった水田はl]IJ述の架洛の場合と同

お［jr[i（ヒに対して1JD1~ , ~J~ ~A を；J；すこと iJ ~ 7.っかる

開発 fj/J/z{JJl;IJ(j；山部の J;i{i~1!fi と会一1"1J1Ji，］辺および fH[JLj/jj\ の中Fl1~~JlliD1. 、にまとまって存在する．間i郊の

坊｛~が平VJ:)I%の比中を~＇Nつ JiITJ白と30～60%の比率をもっ1'.HIとの組合せであるのに対して，東部の場

合は：＼j7-J~J78% の Jt;-f.：を JY=っその他のJl]J也すなわち人Cl造成jむのみのjむl又がほとんどを占める．東部

の成i~ff[fi'J店主は 1975~ドにJ奥地処分が完了する「成似土地／2(:1l!ii 1；りJIUおよび， 1979年に換地処分の完了

する打点制（ 1[1 火：-1-.J山 1~： 11l1i1在JllU ，「JJ.V:~mrYi 二 l:.J出 i玄 Jill] 桧JUU の rirurm とよく一致して L 、る. l!/1ち， fi'J也」二の

,:111 の転 HJ による _tJ~ft¥. 、；lJ\の開発と丘陵出の大担g~開発という， 1m発開始~1；~の 2 つの典型的なノミターン

が京間にIJJJ ii'(I；に分 ／1~fi: して現れたのである 20）.なお匹irn＼と｜可保のjJj：格をもっIHJ発！？仙台型は，北部および

北京部にも多数／＼Hr:している

日むすび

本研究では｜主！点子~If 巾 iflU自j戒で llJvこ土地平IJJ!Jの出合の程度が激し＼.¥ j也j或が， L、ずれもj世形界にあた

ることにtl:11 L, 01!1 ~1~ JI I U11，：~~ rn＼地法を対象として， どのようなこ1-_j也条件が土地利用 えるの

かを検lト｜した．そのあ1i)l~ I Jむ条件として取り Lげた 3~；；ミのうち，起伏；m：，傾斜度＇ fこ関してはいずれ

のF近郊の－tJ削：－11JlJとも大きな影響を受けていると判定され， j也！或i杓な差Si1をみ、いだすことが出来なか

ったが， t;1{1下.~に対しては Jll!_J或により，二｜二j虫干IJJIJ により， 1;t~ ；1.＼；；の度合が保々であることがJfr定された．

そこでt＼＇~r,.i
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の特徴を！：手五Illに検；;Jし さらに， Jm1Hrrn1~11/Jli＇；を例にして干［（！［（110 なご｜二 jむ不IJFIJ の！十年 i肢を検討した

その結果，古j)Ill i'lせな開発が進められている地域では｛J互い標高刊；j或に， また市街地の形成されている

地域では，それに隣接した上と下の 1M~ ，古；mJ或に土地利用の混合の激しい地域が見いだされた．また平

面的には，幹紋道路と 1j1小河JI／，既存の大きなJJ企業先法のJF1］辺， まとまった~：Ill, ;J＇くII!などのがij自の)HJ

辺や土地！又同i幣翌日により！Jn充の逆行しているような地岐において，やはり；十J山利）マ日の出合の激しいjむ

j或が見~ ¥ 7とされることが分かった

神奈川県東部地域においては， Ji／泣j也台地，｛rj1狛低地を合むという復雑な土地条件により，平而

！？サな郡市化だけでなく， Tfo直1'J1:J/t. {;/)Tl j化庁；j並行しており，本研究でIJJJらかになった様々な二i：地平IJFFJH3

程が散布iして各地j戒に現れ、 これがこの地域全体の土地平IJJIJの出合）支をi¥'liめる'lli/大！となってL，、たと考
〉戸、『

Fこりれ。

本研究を進めるにあたり，資料の提供を頂いた建設行IIIU也］＜！ Jl;·i::地 l~~I 官； JIH 部Jt~ 閃 ·111r~￥＇j主の方々に心より詰ll礼

!/iし上げます．また筑波大学技官の官m：干ll人氏には多数の閃の作成をmきました．あわせてお札i! l し i二げま
、
一ーフ

なお研究官の 1部として昭和60年度文部省奨励研究（B）『（ljl:Jモ Jll 県東出地域におけF る l~J也条件と土地利m と

の関係；こ関する地理学的研究J（研究代去者：！毛藤京 ~:it, ,;w;m番号： 60910003）ならひに昭和61~l'-J支筑波大学学

内プロジェクト奨励研究（準研究員）『土地主総と土地平lj)jjとのj)f].lili性にらqする地JIU学的研究』（研究代表者：

足；5奪三·~~＆：fa）を使用した
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Land Use Type in eastern part of Kanagawa Pref ecttre 

By using Digital Land Information 

Akio BITO 

The purpose of this study is to analyze the complex land use feature vertically and hon-

zontally in Eastean area of Kanagawa Prefecture by using digital National land Information. 

At first Land use data was divided into three types, district covered with the buildings, 

the district for some institutions or the unoccupied ground and the district for agricultural use. 

Second, three elements were selected for land conditions i. e. height above sea level, relief and 

gragient. 

The first step of tbis analysis is to make clear tbe general trend between land use and 

land conditions by regression analysis. The second step is to describe the trend in vertical land 

use feature in the from of land use combination by using Weaver’s Method of Combination 

Analysis. At last, land use type in Machida region is described from the view point of same 

land use combination. 

The results are summarized as follO¥vs: 

1. The distributions of the districts with the feature of high degree of land use complexity 

fall on the boundary area betyveen two different topographical areas. 

2. The increase and decrease of the relief and the gradient have an important effect on the 
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distributions of the districts covered with buildings. But the elements of the height above sea 

level has a little effect on the every types of land use. 

3. From the view point of vertical f ea tu re of land use, the belt in contact wi[h the built 

up areas appeared complex feature of land use. But the position of the belt with complex 

f ea tu re of land use di百erswith areas depend upon the distance from the large city, such as 

To1三yo,Yokohama. 

4. From the view point of horizontal feature of land use, in a case area of Machida city, 

the districts contain small rivers and principal roads at the same, appeared very complex feature 

of land use. And surrounding areas of big agricultural villages and housing land development 

also make complex land use types. 
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